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諏訪湖及び釜口水門の概要 

 
１． 諏訪湖の概要 

・面積 １３．３km2     ・周    囲 １５．９km 
・容量 ６２，９８７千m3/s ・流域面積 ５３１．２km2 
・流 入 河 川  ３１河川 ・流出河川 １河川（天竜川） 
・水位調節施設 釜口水門 ・管 理 者 長野県 

 
２．釜口水門 

・ 役割：洪水時の調節及び平常時の湖水位維持や天竜川への放流管理 
・ 旧釜口水門（S11完成） → 最大放流量２００m3/s 
・ 新釜口水門（S63完成） → 最大放流量６００m3/s 
・ H13.6より暫定４００m3/s放流の新操作規則で運用 

 
３．諏訪湖の治水 

・ S36.6災害やS58.9災害等で諏訪市豊田地区を中心に浸水被害の発生 
・ 湖岸堤の整備や流入河川改修の実施 
・ 釜口水門の放流量増加に対応するため、伊北地区・伊那地区を中心に天

竜川本川の改修事業の実施 
→現在は釜口水門暫定４００m3/s放流対応の改修が完了 

 
４．諏訪湖の利水・管理 

・釜口水門にて諏訪湖の水位及び天竜川への放流量を管理 
 計画高水位  ２．２０ｍ（EL.760.245m） 
 常時満水位   １．１０ｍ（EL.759.145m） 

     制限水位    ０．７５ｍ（EL.758.795m） 
計画最低水位 ０．５０ｍ（EL.758.545m） 

 維持放流量  ８．４m3/s 
 
５．諏訪湖の環境 
 ・水質は昭和３０年代半ばから悪化し、昭和５０年代半ばに悪化のピーク 
 ・アオコが発生し、緑色の水が天竜川に流出（伊那市付近まで影響大） 
 ・近年浚渫事業や公共下水道事業、排出基準の設定等により年々改善傾向

 ・第４期水質保全計画（H14～）により対策を実施 
 ・地元住民等による美化活動が盛ん 
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1.はじめに 
 

諏 訪 湖 は長 野 県 のほぼ中 心 に位 置 し、全 周 およそ１６km、面 積 １３km2 、最 大

水 深 約 ７ｍの県 内 で一 番 大 きな湖 であり、諏 訪 地 域 はもとより長 野 県 のシンボルと

なっている湖 です。この湖 は天 竜 川 の源 となっています。天 竜 川 はこの釜 口 水 門

から発 し、県 南 部 を流 れ下 り静 岡 県 で遠 州 灘 、太 平 洋 へと注 いでいます。 

また、流 域 は湖 の面 積 の約 40 倍 の 531k ㎡で、流 入 河 川 が 31 本 ある一 方 、

出 口 は１本 の天 竜 川 のみで、このため、古 くから頻 繁 に氾 濫 を繰 り返 してきました。

最 近 では昭 和 ５７・５８年 の台 風 によってもたらされた大 規 模 な湛 水 による被 災 は

記 憶 に新 しいものです。  

また、昭 和 30 年 代 の経 済 成 長 期 に水 質 汚 染 が進 み、日 本 で一 番 汚 い湖 と言

われました。このため、諏 訪 建 設 事 務 所 では昭 和 44 年 度 から浚 渫 事 業 、また昭

和 46 年 度 から諏 訪 湖 流 域 下 水 道 事 業 を着 手 するとともに、地 域 の皆 様 と一 体 と

なり湖 の浄 化 に取 り組 んでまいりました。最 近 の諏 訪 湖 は、かつては夏 の期 間 には

ゼロと言 われた透 明 度 が改 善 し、全 りんが※環 境 基 準 値 をクリアするなど、結 果 とし

て、諏 訪 湖 の水 質 は回 復 してきていると様 々な方 々から評 価 され、諏 訪 湖 浄 化 の

転 換 期 を迎 えているとも言 われております。 

 

環境基準：環境基準は、河川や湖沼の維持されることが望ましい水質の基準で、河川ではＢＯＤ、湖沼ではＣＯＤ・

窒素・リンなどの項目が基準となっています。諏訪湖では、ＣＯＤが 3mg/l 以下、全窒素が 0.6mg/l 以下、全リンが

0.05mg/l 以下に設定されています 

 



2

 

2.諏 訪 湖 の沿 革  
 

2.1 諏 訪 湖 のなりたち 
諏 訪 盆 地 の原 形 は、１３万 年 ほど前 にできあがりました。諏 訪 湖 の成 り立 ちは、  

① 山 活 動 でできた火 口 湖  

② 八 ヶ岳 噴 出 以 前 に諏 訪 盆 地 に滞 水 して湖 をつくり富 士 川 流 域 に注 いで

いたものが、八 ヶ岳 の噴 火 によって現 在 の川 筋 に変 えられた。 

③ 間 氷 期 の雨 量 と流 水 量 の増 加 に加 え大 地 の変 動 動 により、塚 間 川 の扇

状 地 が形 成 され１万 ８千 年 前 以 降 天 竜 川 がせき止 められ、諏 訪 湖 ができ

た。  

と諸 説 があります。諏 訪 湖 は、古 墳 時 代 から平 安 時 代 にかけて最 大 になり、そ

の後 は減 水 縮 小 して現 在 に至 ったと考 えられています。 
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2.2 諏 訪 湖 の地 質 ・地 勢 ・気 象  
(1)  諏 訪 湖 の地 質   

諏 訪 盆 地 は、フォッサマグマの海 をつくった糸 魚

川 －静 岡 構 造 線 と諏 訪 から発 し九 州 まで続 く中 央

構 造 線 が交 わる地 質 的 に複 雑 な所 です。地 表 の大

部 分 は塩 嶺 累 層 や霧 ヶ峰 ・八 ヶ岳 などの火 山 噴 出

物 でおおわれていますが、断 層 にそって湧 き出 る温

泉 、底 なしと呼 ばれ沈 降 をする土 地 、活 断 層 など、

その下 には大 小 多 くの断 層 が交 錯 し、今 でも大 地

は活 動 を続 けています。 

 
(2 )  諏 訪 湖 の地 勢   

諏 訪 湖 は、信 州 のほぼ中 央 部 にあり、東 西 方 向 に長 い楕 円 形 の湖 で、湖 岸

線 は 16km、湖 面 積 は 13.3k ㎡に及 ぶ長 野 県 最 大 の湖 です。湖 面 標 高 は

759m であり、諏 訪 湖 を擁 する諏 訪 盆 地 は日 本 の屋 根 ともいわれる長 野 県 の盆

地 の中 でも、もっとも標 高 の高 い盆 地 です。 

  

 【諏 訪 湖 の概 要 】  

・ 湖 面 標 高 ７５９ｍ（長 野 市 ３６２ｍ、松 本 市 ５９２ｍ） 

・ 湖 面 積 １３．３ｋ㎡、周 囲 １５．９ｋｍ 

 （常 時 の湖 面 積 １２．９１ｋ㎡：日 本 で２４位 平 成 １３年 １０月 ） 

・ 最 大 深 度 ７．２ｍ 平 均 深 度 ４．７ｍ 

・ 総 貯 水 量 ６２，９８７，０００ｍ3 

・ 滞 留 時 間 ３９日 （琵 琶 湖 ２，０００日 、霞 ヶ浦 ２００日 ） 

・ 流 入 河 川 ３１河 川 （一 級 河 川 １５・準 用 河 川 ５・普 通 河 川 等 １１）  

・ 流 出 河 川 １河 川 （天 竜 川 ） 

・ 流 域 面 積 ５３１．２ｋ㎡  
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(3 )  諏 訪 湖 の気 象   

諏 訪 地 域 は、周 囲 を北 東 にかけて八 ヶ岳 に連 なる山 々と、南 西 にかけては

南 アルプスに連 なる山 脈 に囲 まれ、それらの山 々と盆 地 最 低 部 にある諏 訪 湖 の

影 響 を受 け、内 陸 的 気 候 の特 色 を示 す県 内 にあっても、さらに特 徴 的 な気 象

環 境 にあるとも言 えます。降 水 量 について見 れば、冬 期 は圧 倒 的 に少 ないもの

の、他 の季 節 の数 値 は県 内 では多 い方 で、周 囲 の急 峻 な山 々を水 源 とする河

川 の流 水 量 は、敏 感 にその降 水 量 に反 応 し、諏 訪 湖 に増 水 をもたらす要 因 と

なっています。諏 訪 湖 を中 心 に現 れる代 表 的 な気 象 現 象 として、御 神 渡 り、水

平 虹 、潮 風 と山 谷 風 があげられます。 

 

表  長 野 県 内 の主 要 都 市 の月 平 均 気 温 の年 変 化 （平 均 値 ℃ 1961～90） 

 
 

表  長 野 県 の主 要 都 市 の平 均 降 水 量 （平 均 値 mm 1961～90） 
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3.諏 訪 湖 の治 水  

3.1 災 害 の背 景  
諏 訪 地 域 は、八 ヶ岳 及 び盆 地 周 辺 の山 間 地 では急 峻 な渓 流 を形 成 し、諏 訪

湖 に流 入 する平 野 部 では流 れが緩 やかになり、対 照 的 な特 徴 を呈 しています。そ

の中 間 部 には扇 状 地 が形 成 され、上 流 部 から発 生 する土 砂 により、天 井 川 となっ

ている河 川 が見 られるため、ひとたび洪 水 が発 生 すると氾 濫 した水 が扇 状 地 を拡

散 するように広 がり、大 きな被 害 が発 生 してきました。また、諏 訪 湖 周 辺 では、諏

訪 湖 の増 水 による氾 濫 及 び低 地 部 での中 小 河 川 の氾 濫 により、幾 度 となく被 害

を受 けてきました。  

 

［諏 訪 地 域 の昭 和 の主 な災 害 ］ 

昭 和 9 年 室 戸 台 風 死 者 １名 半 壊 以 上 10 戸 浸 水 家 屋 1,123 戸  

昭 和 19 年 東 南 海 地 震 戦 時 中 により記 録 は少 ないが諏 訪 市 を中 心 に甚 大 な被 害  

昭 和 25 年 諏 訪 湖 氾 濫 による被 害 甚 大  

昭 和 27 年 ダイナ台 風 災 等 昭 和 25・26・27 年 の災 害 復 旧 費 2,128 万 円   

昭 和 34 年 台 風 15 号 （伊 勢 湾 台 風 ） 半 壊 273 戸 一 部 被 害  1 ,348 戸  

昭 和 36 年 ６月 集 中 豪 雨 浸 水 家 屋 4,310 戸  

昭 和 42 年 ７月 集 中 豪 雨 死 者 ３名 負 傷 者 ５名 全 壊 １戸 半 壊 １戸 浸 水 家 屋 9,980 戸  

昭 和 47 年 ７月 集 中 豪 雨 死 者 ４名 負 傷 者 ８名 全 壊 ６戸 半 壊 28 戸 浸 水 家 屋 518 戸  

昭 和 57 年 台 風 18 号 浸 水 家 屋 1,038 戸 等 被 災  

昭 和 58 年 台 風 10 号 死 者 ２名 負 傷 者 ９名 全 壊 10 戸 半 壊 11 戸 浸 水 家 屋 3,211 戸  
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3.2 諏 訪 湖 の治 水 事 業 の概 要  
諏 訪 湖 への流 入 河 川 流 域 は、盆 地 低 部 の面 積 が少 なく、また、源 流 域 の山 々

が急 峻 であるため、その流 れは下 流 域 において非 常 に速 い。流 域 面 積 が湖 面 積

の５．４倍 である琵 琶 湖 に比 べると、諏 訪 湖 は湖 面 積 の約 ４０倍 とはるかに大 きく、

ひとたび大 雨 が降 れば、一 瞬 で大 量 の水 量 が小 さな諏 訪 湖 に流 れ込 むことになり

ます。  

諏 訪 湖 及 びその流 入 河 川 の治 水 事 業 は、古 くからは江 戸 天 正 年 間 まで遡 るこ

とができます。本 格 的 な改 修 事 業 は昭 和 ７年 の洪 水 を契 機 に国 営 事 業 として着

手 され、流 入 河 川 の河 道 改 修 、湖 岸 堤 整 備 、湖 底 浚 渫 に合 わせ、昭 和 １１年 に

は釜 口 水 門 （旧 水 門 ）が建 造 されました。この事 業 では、諏 訪 湖 流 入 量 ３９０ｍ3／

s に対 し、釜 口 水 門 からの最 大 放 流 量 を２００ｍ3／s とされました。  

その後 、昭 和 ２５年 、同 ３６年 の大 洪 水 によって、この計 画 の見 直 しが図 られ、

昭 和 ４２年 に諏 訪 湖 流 入 量 １，６００ｍ3／s に対 し、釜 口 水 門 からの放 流 量 を６００

ｍ3／s とする新 たな治 水 計 画 が立 案 されました。これに基 づき、昭 和 ４８年 には天

竜 川 水 系 工 事 実 施 基 本 計 画 が策 定 され、引 き続 き、昭 和 ６３年 には県 が管 理 す

る横 川 川 合 流 点 より上 流 域 を対 象 とした天 竜 川 上 流 改 良 工 事 全 体 計 画 が策 定

されました。 
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3.3 湖 岸 の整 備 の変 遷   
昭 和 ４２年 、諏 訪 湖 全 域 を対 象 とした本 格 的 な湖 岸 堤 の築 造 が計 画 されまし

た。この時 、併 せて天 竜 川 の改 修 や釜 口 水 門 の改 築 工 事 が計 画 されるなど、抜

本 的 な諏 訪 湖 治 水 計 画 が立 てられました。 

 
初 期 の計 画 における護 岸 工 は、度 重 なる洪 水 の被 害 から一 刻 も早 く解 放 され

たいとする住 民 の不 安 を解 消 することが第 一 義 であったため、波 浪 対 策 も含 め最

も有 効 であるコンクリート波 返 し工 が採 用 され整 備 が始 まりました。  

 

当 初 、コンクリート波 返 しはすべて現 場 でコンクリートの打 設 が行 われましたが、

高 水 時 や波 浪 時 の作 業 性 を考 慮 し、底 部 はあらかじめ工 場 で作 られたコンクリー

トブロックが採 用 されました。 

 

 

 
 

こうしたコンクリート波 返 し工 は、やがて自 然 環 境 保 全 や景 観 及 び親 水 性 への

配 慮 から、自 然 石 護 岸 工 へと工 法 を変 えていき、やがては動 植 物 の植 生 や、それ

らが保 持 する自 然 浄 化 作 用 を活 かすことのできる遠 浅 護 岸 へと発 展 していきまし

た。この概 念 は、その後 に続 く人 口 なぎさ整 備 事 業 へと継 承 されています。 
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3.4 釜 口 水 門 について  
(1)  釜 口 水 門 建 設 の背 景  

諏 訪 湖 には上 川 や新 川 など中 小 31 本 に及 ぶ河 川 や水 路 が流 入 し諏 訪 湖

にたまった流 水 は岡 谷 市 湊 地 先 （現 釜 口 水 門 視 点 ）を通 って天 竜 川 へと注 い

でいます。諏 訪 湖 及 び天 竜 川 沿 川 では、たび重 なる水 害 に見 舞 われました。上

流 域 の人 々と下 流 域 の人 々は、水 をめぐり相 反 する利 害 関 係 を持 っていること

から水 害 対 策 は大 きな問 題 となりました。さらに、諏 訪 湖 は農 業 用 水 の取 水 や

漁 業 、舟 の運 航 等 に利 用 されており、普 段 は湖 水 位 を維 持 しておく必 要 があり

ました。このような問 題 を解 決 すべく、諏 訪 湖 の水 位 を人 為 的 に操 作 できる釜

口 水 門 がつくられました。水 門 操 作 により、普 段 は湖 水 を維 持 し、洪 水 時 は水

量 に応 じて水 門 を開 いて天 竜 川 に放 流 することで、湖 畔 、及 び天 竜 川 沿 川 で

洪 水 氾 濫 を防 ぐことが可 能 になりました。 

(2 )  旧 水 門 の概 要   

昭 和 初 期 の諏 訪 湖 改 良 工 事 計 画 は、昭 和 ７年 の時 局 匤 救 農 村 振 興 土 木

事 業 として起 こされ、諏 訪 湖 の氾 濫 を防 ぐことを主 眼 とし湖 内 浅 底 部 の浚 渫 と

諏 訪 湖 出 口 より天 竜 川 下 流 観 音 橋 に至 る約 4,000ｍの区 間 を浚 渫 することと

した。  

しかし、天 竜 川 を浚 渫 することに

より、諏 訪 湖 の水 位 低 下 が起 こり、

湖 の利 用 者 に対 して被 害 を及 ぼ

すため、諏 訪 湖 出 口 に水 門 を建

設 して、諏 訪 湖 を完 全 なる貯 水 池

とし、人 為 的 に水 位 を調 節 すること

とした。この工 事 は昭 和 ７年 に着 工

し、昭 和 12 年 に竣 工 した。 

水 門 による洪 水 調 節 は、諏 訪 湖 への流 入 量 ３９０ｍ3／s のうち１９０ｍ3／s を

調 節 し、最 大 ２００ｍ3／s を放 流 するものとした。                         

(3 )  新 水 門 の概 要   

旧 水 門 設 置 後 も幾 多 の洪 水 に

より湖 が氾 濫 し、多 大 な被 害 を受

けてきたため、昭 和 ４８年 に天 竜 川

工 事 実 施 基 本 計 画 が策 定 され、

釜 口 水 門 の最 大 放 流 量 が２００ｍ
3／s から６００ｍ3／s に改 訂 され

た。  

このため、老 朽 化 が著 しく、放 流

能 力 不 足 のため旧 水 門 の改 築 計 画 が立 案 され、上 流 約 ８０ｍの地 点 に新 水

門 の建 設 を昭 和 ５３年 に着 工 し、昭 和 ６３年 ７月 に完 成 した。  

この時 、天 竜 川 の流 下 能 力 、諏 訪 湖 周 辺 での湖 岸 堤 、流 入 河 川 の状 況 な

どを踏 まえて、最 大 ３００ｍ3／s を放 流 する暫 定 操 作 規 則 で平 成 ４年 ６月 から

運 用 を開 始 した。 

その後 、天 竜 川 第 Ⅱ期 改 修 事 業 により流 下 能 力 ４００ｍ3／s が確 保 されたの

を受 け、平 成 １３年 ６月 より最 大 ４００ｍ3／s を放 流 する新 操 作 規 則 で運 用 を

開 始 した。 
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3.5 天 竜 川 整 備 の変 遷   
天 竜 川 の治 水 対 策 は、江 戸 時 代 の天 明 期 から本 格 化 する諏 訪 湖 周 辺 の新

田 開 発 地 の水 害 対 策 として、天 竜 川 の浚 渫 、釜 口 付 近 の工 事 が行 われるように

なります。代 表 的 な工 事 として、天 明 ・文 化 の天 竜 川 の浚 い、天 保 元 年 に完 了 す

る浜 中 島 の撤 去 、明 治 元 年 に撤 去 された弁 天 島 の工 事 が挙 げられます。  

その後 、天 竜 川 の本 格 的 な治 水 事 業 は、昭 和 ７年 に県 施 行 の匡 救 土 木 事 業

農 村 振 興 土 木 事 業 として、諏 訪 湖 内 の浚 渫 、湖 岸 整 備 等 に併 せて着 工 され、諏

訪 湖 の流 出 口 より観 蛍 橋 までの区 間 の浚 渫 が行 われました。  

昭 和 ２５年 ６月 の大 洪 水 後 、諏 訪 湖 の治 水 について再 度 、抜 本 的 な改 修 対

策 が図 られました。その結 果 、天 竜 川 の流 下 能 力 を高 めることが諏 訪 湖 氾 濫 防

止 の最 大 の対 策 であると考 えられ、昭 和 ３２年 諏 訪 湖 改 修 計 画 が策 定 され、天

竜 川 の河 床 掘 削 及 び護 岸 工 事 が行 われました。  

しかし、３６災 害 は、２５災 害 をはるかに凌 ぎ、昭 和 ３２年 の計 画 では不 十 分 であ

るということで、再 度 計 画 の見 直 しに迫 られ、天 竜 川 の流 下 能 力 向 上 のための掘

削 などが昭 和 ４２年 に計 画 が策 定 され、国 庫 補 助 中 小 河 川 改 修 事 業 として実 施

されました。  

ま た 、 こ れ ま で 十 分 な 整 合 が と

ら れ て い な か っ た 天 竜 川 水 系 全

体 の治 水 計 画 について、中 下 流

部 の 統 一 的 な 治 水 計 画 が 天 竜

川 水 系 工 事 実 施 基 本 計 画 として、

昭 和 ４８年 ３月 に策 定 されました。  

その後 、昭 和 ４２年 に策 定 され

た 諏 訪 湖 治 水 計 画 と 天 竜 川 水

系 工 事 実 施 基 本 計 画 との整 合 を

図 ることが必 要 となり、昭 和 ５７年 、

５ ８ 年 の 洪 水 を 考 慮 し た 現 在 の

治 水 計 画 が策 定 されました。 

この治 水 計 画 では 、釜 口 水 門

直 下 の最 大 放 流 量 を６００ｍ3／ｓ

と し て い た が 、 ６ ０ ０ ｍ 3 ／ ｓ に 対 応

できる天 竜 川 の改 修 工 事 が完 了

していなかったため、釜 口 水 門 か

ら の 最 大 放 流 量 を ３ ０ ０ ｍ 3 ／ ｓ と

する暫 定 操 作 規 則 で流 量 を管 理

し 、  ６ ０ ０ ｍ 3 ／ ｓ は 将 来 的 な 計

画 として位 置 付 けられました。  

天 竜 川 の 改 修 工 事 は そ の 後

段 階 をおって行 われ、平 成 １３年

６ 月 に は 、 釜 口 水 門 か ら の 最 大

放 流 量 ４００ｍ3／ｓに対 応 できる

改 修 が完 了 したのを受 けて、新 たな操 作 規 則 での運 用 が開 始 されました。  
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3.6 流 入 河 川 の変 遷  
諏 訪 湖 へは、一 級 河 川 １５、準 用 河 川 ５、その他 普 通 河 川 １１の計 ３１河 川

が流 入 しています。 昭 和 ４２年 に始 まる治 水 計 画 により、諏 訪 湖 では平 成 ４年

までに新 釜 口 水 門 、及 び湖 岸 堤 がほぼ完 成 し、その貯 水 能 力 は飛 躍 的 に向

上 しました。その間 、昭 和 ４８年 には天 竜 川 水 系 工 事 実 施 基 本 計 画 が策 定 さ

れ、諏 訪 湖 から天 竜 川 河 口 までが水 系 一 貫 思 想 にのっとり、統 一 された計 画

のもと工 事 を進 めることとなりました。また、昭 和 ５７年 、５８年 の諏 訪 湖 流 入 河 川

の台 風 による被 災 により、それらについても新 たな改 修 計 画 が立 てられ、現 在

多 くはその工 事 を完 了 しています。こうして諏 訪 湖 、あるいはその流 入 河 川 を含

め、天 竜 川 水 系 全 体 が災 害 に強 い河 川 として生 まれ変 わることになりました。 

 

【代表的な河川】  

○上川 

上 川 は、諏 訪 湖 流 入

河 川 の中 で最 大 の河 川

です。本 格 的 な治 水 工

事 は、時 局 匡 救 農 村 振

興 整 備 事 業 として昭 和 ７

年 ～１０年 の県 営 工 事 に

より行 われました。その他

にも災 害 復 旧 工 事 、農

村 応 急 工 事 、改 良 工 事

としても改 修 が行 われてきました。  

 

○砥 川   

砥 川 は、諏 訪 湖 流 入 河 川 の中 で最 も勾 配 が急 であり、出 水 時 には山 腹 の

崩 壊 、河 床 の洗 掘 が発 生 し、また、下 流 の沖 積 地 層 においては天 井 川 を形 成

しており、洪 水 時 における被 害 は深 刻 です。  

砥 川 の本 格 的 な治 水 工 事 は、昭 和 ７年 ～８年 に県 営 工 事 が行 われており、

東 山 田 より河 口 までの約 ２．６ｋｍで堅 固 な堤 防 が築 造 されました。 
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4.諏 訪 湖 の利 水  
 

4.1 諏 訪 湖 の利 用 と河 川 占 用   
諏 訪 湖 および湖 水 の利 用 は、漁 業 、農 業 、観 光 など多 方 面 にわたっています。

特 に、諏 訪 湖 の漁 業 は、縄 文 時 代 の器 具 が発 見 され、古 くから魚 撈 が暮 らしのひ

とつの支 えであり、在 来 種 と考 えられる鯉 、鮒 、ウグイ、鯰 、湖 沼 性 のヤマメなどが

貴 重 なタンパク源 として諏 訪 湖 や周 辺 河 川 において捕 獲 されていた。やがて、ワカ

サギに代 表 される新 たな種 の移 入 、繁 殖 の管 理 など、計 画 的 な生 産 が図 られ、諏

訪 湖 は周 辺 に暮 らす人 々にとって、巨 大 な生 け簀 となっています。  

諏 訪 湖 の利 用 において重 要 な事 項 として、諏 訪 湖 の水 位 の管 理 があります。こ

れは、  

○ 魚 族 （鯉 、鮒 、ワカサギ）の繁 殖 に影 響 を与 えている。  

○ 渇 水 期 において、上 流 側 の農 業 用 取 水 への影 響 を与 えるため。  

○ 湖 の低 下 によるアオコ発 生 など水 質 が悪 化 すること。  

○ 観 光 面 からの水 面 維 持 。 

を考 慮 しなくてはならないからです。 

このような利 用 のため、諏 訪 湖 の占 用 件 数 は 200 件 以 上 あります。主 な使 用 と

して、公 園 （16 万 ㎡以 上 ）や道 路 敷 、桟 橋 などの漁 業 ・観 光 施 設 や流 域 下 水 道

管 をはじめとする公 共 管 路 の埋 設 などがあります。 
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4.2 諏 訪 湖 の渇 水  
(1)  諏 訪 湖 の水 位  

諏 訪 湖 の水 位 は、諏 訪 湖 縦 断 概 念 図 に示 すように、水 位 標 （０点 高 標 高 ７

５８．０４５ｍ）を基 準 に湖 岸 堤 、旧 釜 口 水 門 、新 釜 口 水 門 のそれぞれの高 さが

設 定 されています。 

① 諏 訪 湖 の最 低 水 位 は、「諏 訪 湖 の利 用 と河 川 占 用 」の項 で述 べた事 項 を

考 慮 して、水 門 管 理 規 定 では、０．３ｍ（標 高 ７５８．３４５ｍ）と定 められていま

す。が、浚 渫 工 事 の計 画 高 と観 光 船 の運 行 のための吃 水 深 との関 係 から計

画 最 低 水 位 は 0.５m（標 高 ７５８．５４５ｍ）としています。 

② 諏 訪 湖 の制 限 水 位 は、過 去 ２０年 間 の渇 水 に対 して安 全 である水 位 として、

０．７５ｍ（標 高 ７５８．７９５ｍ）が設 定 されている。 

③ 諏 訪 湖 の常 時 満 水 位 は、 

○  湖 畔 内 水 地 区 内 の雨 水 等 の湖 への排 水 が容 易 なこと 

○  魚 族 の繁 殖 、特 に冬 季 のワカサギなどの産 卵 期 の水 位 を一 定 で高 くす

る必 要 があること 

○  灌 漑 期 における用 水 補 給 のため、水 位 を上 げて貯 留 したいこと 

○  冬 はスケート、夏 は舟 遊 びの観 光 利 用 が行 われていること 

○  観 光 面 からの水 面 維 持 。 

等 から、１.１m（標 高 ７５９．１４５ｍ）として運 用 しています。 

諏 訪 湖 の計 画 高 水 位 は、治 水 計 画 より２.２m（標 高 ７６０．２４５ｍ）としていま

す。 

 

(2 )  維 持 放 流 量 と渇 水 の状 況  

釜 口 水 門 からの放 流 量 は、常 時 取 水 量 の合 計 約 ８．４ｍ3/ｓを責 任 放 流 量

（維 持 放 流 量 ）としています。この流 量 を確 保 するため、２０年 間 の水 収 支 計 算

から渇水期の確保水位を０．７１２ｍとしています。しかし、維 持 流 量 を守 れない渇 水 時

期 があり、ここ１０年 の代 表 的 な洪 水 期 （６月 ２０日 ～10 月 １５日 ）付 近 の渇 水 の

状 況 は以 下 に示 すとおりです。 

 

○  平 成 ４年 ９月 １日 ～9 月 30 日 放 流 量 5.62ｍ3/ｓ 湖 水 位 0.66m 

○  平 成 ７年 ８月 １８日 ～9 月 １日 放 流 量 7.86ｍ3/ｓ 湖 水 位 0.63m 

○  平 成 １４年 ６月 １０日 ～9 月 １日 放 流 量 7.86ｍ3/ｓ 湖 水 位 0.63m  
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5.諏 訪 湖 の環 境  
 

5.1 諏 訪 湖 の自 然 環 境  
(1)  大 型 水 生 植 物   

現 在 の諏 訪 湖 に繁 茂 する大 型 の水 生 植 物 は約 30 種 ある。これらは、その生

活 形 態 によって大 きく３つのグループに分 けられ、一 般 に湖 心 方 向 に向 かって、

横 断 的 に湿 性 植 物 ～抽 水 植 物 ～浮 葉 植 物 ～沈 水 植 物 というように分 布 して

います。 

湿 性 植 物 ・・・ヨシ等  

抽 水 植 物 ・・・ヨシ、ガマ、マコモ、ミクリ、コウホネ等   

浮 葉 植 物 ・・・ヒシ、アサザ、ヒルムシロ等   

沈 水 植 物 ・・・ササバモ、エビモ、センニンモ、クロモ、セキショウモ等  

これらの内 、「わが国 における保 護 上 重 要 な植 物 種 の現 状 /日 本 自 然 保 護

協 会 」によれば、ミクリ、アサザ、ミズアオイ、コバノヒルムシロが危 険 種 （絶 滅 に向

けて進 行 しているとみなされる種 ）に選 定 されています。  

 

(2 )  動 物   

1)魚 類   

諏 訪 湖 の魚 類 の種 類 は約 40 種 類 と豊 富 である。また諏 訪 湖 は昔 から漁

業 が盛 んで、単 位 面 積 当 たりの漁 獲 高 の高 い湖 であり、移 植 放 流 の歴 史 も

古 い。天 正 18 年 (1591 年 )琵 琶 湖 からのゲンゴロウブナの移 植 に始 まり、エビ、

シジミ等 の移 植 が行 われてきた。なかでも大 正 ４年 （1915 年 ）霞 が浦 からワカ

サギの移 植 放 流 が行 われ現 在 の諏 訪 湖 漁 業 の主 要 な水 産 物 となっている。  

諏 訪 湖 の在 来 種 と考 えられているものには以 下 の種 があげられる。  

カワヤツメ、アメノウオ、イワナ、アユ、メダカ、ナマズ、ニゴイ、タモロコ、カ

マツカ、モツゴ、ウグイ、アブラハヤ、オイカワ、カワムツ、コイ、フナ、ドジョ

ウ、シマドジョウ、ウナギ、カジカ、ヨシノボリ、ハゲキギ、アカザ、ヤマメ、ウ

ツセミカジカ、ビリンゴ、ウキゴリ、ツシマハゼ、 
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その後 、ワカサギ、ヒガイ、ホンモロコ、ゼニタナゴ、ソウギョ、レンギョ等 が移

入 された。現 在 は、これら在 来 種 のうち清 冽 な水 に住 むカワヤツメ、イワナ、ヤ

マメ、カワムツは、湖 内 では 1920 年 代 半 ばまでに姿 を消 しており、ハゲキギ、

ニゴイ、ウキゴリ等 も 1950 年 代 後 半 には消 滅 したようである。また、底 生 性 の

魚 類 、ナマズ、ドジョウ、ウナギも減 少 した。  

2)鳥 類   

諏 訪 湖 周 辺 は古 くからカモ類 などの水 鳥 が数 多 く飛 来 する湖 であった。

諏 訪 湖 一 帯 の鳥 の出 現 調 査 結 果 で出 現 した 65 種 を生 息 環 境 という観 点 か

ら分 けてみると、以 下 のように分 類 できる。  

湖 面 の鳥 ・・・コハクチョウ、カモ類 、カイツブリ、アジサシ、カモメ等   

陸 地 の鳥 ・・・トビ、カラス、ムクドリ、スズメ、ホオジロ、セグロセキレイ、ツバメ等   

推 移 帯 の鳥 ・・オオヨシキリ、コサギ、ヨシゴイ、イソシギ、コチドリ、バン、ヒクイナ等   

これを種 類 全 体 の割 合 でみると湖 面 の鳥 類 が約 ３割 、陸 地 の鳥 類 が約 ５

割 弱 、推 移 帯 の鳥 類 が約 ２割 となり、半 分 以 上 の種 が諏 訪 湖 の湖 面 や水 際

に依 存 していることになる。  

3)底 生 動 物   

諏 訪 湖 でとれる主 なエビは、テナガエビとスジエビである。過 去 には 40ｔ近

くとれた時 もあったが、1965 年 以 降 は１～２ｔ以 下 になってしまった。これは、

乱 獲 の他 に湖 の汚 染 や水 生 植 物 体 の減 少 にも大 きく関 与 しているものと思

われる。  

諏 訪 湖 の貝 類 は、湖 の富 栄 養 化 によって質 ・量 共 に大 きくかわった。  

在 来 種 としては、以 下 にあげる種 がある。  

オオタニシ、マルタニシ、ヒメタニシ、マメタニシ、カワニナ、サカマキガイ、タ

テヒダカワニナ、チリメンカワニナ、ヒメモノアラガイ、モノアライガイ、ヒラマキミズ

マイマイ、カワコザラの計 12 種 の巻 き貝   

イシガイ、カラスガイ、ドブガイ、マルドブガイ、マツカサガイ、マシジミ、ドビシ

ジミ、の計 ７種 の二 枚 貝   

 

(3 )  プランクトン等   

諏 訪 湖 の植 物 プランクトン

として、これまでに記 載 されて

いるものは、黄 色 鞭 毛 藻 類 ５

種 、珪 藻 類 176 種 、緑 藻 類

75 種 、籃 藻 類 26 種 、黄 褐 色

植   

物 門 ４種 とミドリムシ植 物 門

10 種 の総 計 296 種 にも及 ぶ。

それぞれの植 物 プランクトンは、

増 殖 に適 する水 温 や光 の条

件 が異 なる為 、湖 内 に発 生 す

る植 物 プランクトンの種 類 は

季 節 によって大 きな変 化 が見

られる。諏 訪 湖 に大 量 の発 生

するアオコは、そのほとんどが
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籃 藻 類 のミクロキスティスであるが、最 近 アナベナの占 める割 合 も増 えてきた。ミ

クロキスティスが大 量 に発 生 する水 域 の特 徴 は、閉 鎖 性 が強 く、湖 水 が富 栄 養

化 していることである。またリンやチッソ等 の栄 養 分 が日 夜 連 続 的 に供 給 されて

いるのもミクロキスティスが大 発 生 している水 域 の特 徴 の一 つである。  

諏 訪 湖 の動 物 プランクトンは、1970 年 の調 査 時 には 35 以 上 で、そのうち最 も

多 いのは、ワムシ類 の 18 種 である。これまで諏 訪 湖 で記 録 されている動 物 プラ

ンクトンの種 属 数 は、原 生 動 物 が 12 種 、ワムシ 38 種 、甲 殻 類 27 種 となってい

る。  

 

●アオコ  

毎 年 のように夏 場 に発 生 するアオコは湖 沼 の富 栄 養 化 の象 徴 とされています。  

魚 類 のへい死 や水 質 悪 化 による利 水 障 害 、さらには景 観 ・浸 水 空 間 を損 ねる

富 栄 養 化 現 象 の発 生 過 程 は、湖 沼 に窒 素 (N)やリン(P)などの栄 養 塩 とよばれる

物 質 が過 剰 に流 入 すると（水 域 にもよるが窒 素 濃 度 ならおよそ 500μg/l 以 上 、リ

ン濃 度 ではおよそ 30μg/l 以 上 ）、光 の届 く有 光 層 では藻 類 （植 物 プランクトン）が

栄 養 塩 を摂 りながら光 合 成 をし、増 殖 します。さらにこの植 物 プランクトンは動 物 プ

ランクトンの餌 となり、死 滅 したプランクトンは沈 降 過 程 で光 の届 かない無 光 層 の好

気 性 細 菌 群 により分 解 され、再 び栄 養 塩 の供 給 源 となります。死 滅 したプランクト

ンなどのけん濁 性 有 機 質 の一 部 は分 解 しきれずに底 層 に堆 積 し、好 気 性 細 菌 に

よる分 解 で溶 存 酸 素 (DO)が消 費 されれば底 層 は嫌 気 的 環 境 になり、還 元 状 態

で底 泥 に含 まれる栄 養 塩 が溶 出 します。また底 泥 では嫌 気 性 細 菌 による堆 積 有

機 物 の分 解 により、硫 化 水 素 などの悪 臭 ガスが発 生 します。 
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6. 諏 訪 湖 の環 境  

 

6.1 諏 訪 湖 の水 質 の変 遷   
諏 訪 湖 の水 質 は、昭 和 30 年 代 後 半 からの高 度 経 済 成 長 による産 業 の発 展 、

都 市 化 の進 展 に伴 い、湖 の水 質 は汚 濁 が著 しく進 行 しました。  

昭 和 ４４年 度 より開 始 された浚 渫 事 業 、昭 和 ４８年 に「諏 訪 湖 水 域 に係 る上 乗

せ排 水 基 準 （BOD、ＳＳなど）」の設 定 、昭 和 ５４年 度 に公 共 下 水 道 （諏 訪 湖 流 域

下 水 道 ） の 供 用 開 始 、 さ ら に 平 成 ６ 年 に 「 諏 訪 湖 水 域 に 係 る 上 乗 せ 排 水 基 準

（窒 素 、リン）」の設 定 により、湖 の水 質 悪 化 にようやく歯 止 めがかかりました。現 在

水 質 は徐 々に改 善 され平 成 １３年 度 には全 リン（Ｔ－Ｐ）が環 境 基 準 を下 回 りまし

たが、有 機 物 質 濃 度 の指 標 である COD、全 窒 素 （Ｔ－Ｎ）については未 だ、環 境

基 準 を達 成 できていません。 

 

全窒素・全リンの経年変化
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諏訪湖湖心のCOD経年変化（年平均値）
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参 考 文 献 ：「美 しい自 然 豊 かな諏 訪 湖 をめざして 第 ４期 諏 訪 湖 水 質 保 全 計 画  長 野 県 」  
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○かつての諏 訪 湖   

昭 和 初 期 の湖 畔 の状 況 です。この頃 は、諏 訪 湖 で遊 泳 やシジミ取 りが行 われ

ていました。  

 
○昭 和 ４０年 代 の汚 い諏 訪 湖   

昭 和 ４０年 代 の夏 の諏 訪 湖 は湖 全 面 にアオコが発 生 し、魚 が酸 欠 で死 に、湖

に緑 色 のペンキを流 した様 だと酷 評 されました。  

 
○現 在 の諏 訪 湖   

現 在 の諏 訪 湖 の風 景 です。今 は、アオコは８月 から１０月 にかけて発 生 しますが、

きついにおいもなく、密 度 も薄 くなってきています。平 成 １２年 ・１３年 と海 の日 には

水 泳 大 会 が行 われました。 
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6.2 諏 訪 湖 浄 化 の考 え方  
諏 訪 湖 の浄 化 対 策 は、諏 訪 湖 の水 質 の悪 化 、アオコ等 の大 量 発 生 により、長

野 県 が昭 和 ４０年 に国 の生 活 環 境 審 議 会 委 員 の楠 本 正 康 医 学 博 士 を委 員 長

に迎 え、他 に東 京 大 学 、信 州 大 学 等 の学 識 経 験 者 ７名 で構 成 された「諏 訪 湖 浄

化 対 策 研 究 委 員 会 」を設 置 しました。この委 員 会 の報 告 は、昭 和 ４３年 に「諏 訪

湖 浄 化 に関 する研 究 」としてまとめられました。この調 査 は全 国 的 な先 鞭 となるもの

です。 

この報 告 書 で、「諏 訪 湖 が汚 れたと感 じるのは、溶 存 物 質 による水 質 の悪 化 で

は な く 、 浮 遊 物 で あ る プ ラ ン ク ト ン （ 主 に ア オ コ ） の 異 常 発 生 に 起 因 す る も の で あ

る。」とされ、このプランクトンの異 常 発 生 の原 因 として、 

○産 業 や都 市 の発 展 や地 域 開 発 などに比 例 して増 加 した、工 業 排 水 や家 庭

排 水 に含 まれる微 量 の窒 素 化 合 物 やリン酸 化 合 物

の大 量 の流 入 。 

○異 常 発 生 した栄 養 塩 を吸 収 したプランクトンや植

物 が 枯 死 し 底 泥 に ま ざ る こ と に よ っ て 、 湖 内 に 栄 養

塩 蓄 積 することになり、これらの底 泥 が湖 内 の水 流 に

より湖 面 に浮 上 し、また溶 け出 して、新 しいプランクト

ンの増 殖 に影 響 をあたえること。と定 義 されました。 

このため、具 体 的 な諏 訪 湖 浄 化 事 業 として、 

●  諏 訪 湖 に 流 入 す る 栄 養 塩 等 の 遮 断 の た め の

下 水 道 施 設 の整 備 。 

● 湖 内 に蓄 積 した底 泥 の浚 渫 。  

等 が提 言 されました。 

 

■ 外 部 負 荷 対 策  

外 部 負 荷 対 策 としての諏 訪 湖 流 域 下 水 道 は、昭 和

４６年 度 に着 手 しました。昭 和 ５４年 度 に諏 訪 湖 周 辺 の

市 町 が供 用 開 始 し、平 成 １３年 度 には、諏 訪 湖 流 域 の

下 水 道 の普 及 率 は約 ９０％に達 しています。 

■ 内 部 負 荷 対 策  

湖 内 に蓄 積 した底 泥 の浚 渫 事 業 は、昭 和 ４４年 度 から開 始 し、現 在 までに約 ５

６％が完 了 しています。平 成 ４年 度 に諏 訪 湖 の水 辺 は、治 水 目 的 としたコンクリー

ト護 岸 がほぼ完 成 しました。その後 、湖 浄 化 には、ヨシやマコモ等 水 草 の窒 素 ・リン

の浄 化 効 果 の必 要 性 から湖 岸 の植 生 の再 生 を進 めています。また、地 域 の皆 さ

んも参 加 しての湖 内 、湖 岸 のゴミ清 掃 を行 っています。また、湖 内 、湖 岸 のゴミの

清 掃 もおこなっていきます。 

■非 特 定 汚 染 源 （ノンポイント）汚 濁 負 荷  

近 年 、下 水 道 整 備 が高 普 及 率 なり、底 泥 の浚 渫 が進 む状 況 にも拘 わらず、水

質 は改 善 傾 向 あるとはいえ、なかなか環 境 基 準 を満 足 していません。諏 訪 湖 に流

入 する汚 濁 負 荷 量 （下 のグラフ）をみますと、COD, T-N, T-P ともに特 定 汚 染 源

負 荷 量 は大 幅 な減 少 がみられますが、非 特 定 源 汚 濁 負 荷 量 は減 少 していないこ

とがわかります。今 後 の諏 訪 湖 浄 化 は、市 街 地 、農 地 、山 地 等 から流 入 してくる

非 特 定 汚 染 源 （ノンポイント）負 荷 対 策 が課 題 となるとされています。 
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6.3 水 質 保 全 計 画  
諏 訪 湖 は、昭 和 ３０年 代 後 半 からの社 会 ・経 済 活 動 の発 展 、都 市 化 の進 展 に

伴 い湖 の水 質 は汚 濁 が進 行 し、富 栄 養 化 によるアオコの発 が続 くなど、さまざまな

環 境 上 の支 障 が現 れています。このため、昭 和 ６１年 １１月 に湖 沼 水 質 保 全 特 別

措 置 法 に基 づく指 定 湖 沼 の指 定 を受 けました。この指 定 により、長 野 県 は水 質 改

善 に 役 立 つ 事 業 や 工 場 排 水 規 制 な ど の 対 策 を 盛 り 込 ん だ 「 湖 沼 水 質 保 全 計

画 」を５年 ごとに定 め、総 合 的 ・計 画 的 に対 策 を進 めることとなりました。これにより、

昭 和 ６２年 度 以 降 ３期 にわたり「諏 訪 湖 に係 る水 質 保 全 計 画 」を策 定 し、下 水 道

の整 備 、底 泥 の浚 渫 、諏 訪 湖 水 域 における窒 素 、リンの上 乗 せ排 出 基 準 の設 定 、

生 活 系 排 水 の適 正 処 理 指 導 など各 種 施 策 を推 進 してきました。その結 果 、平 成

１３年 度 には全 リンの水 質 目 標 値 、環 境 基 準 が初 めて達 成 されるなど、水 質 は少

しずつ改 善 の傾 向 がみられるもののＣＯＤ、窒 素 の水 質 目 標 値 及 び環 境 基 準 の

達 成 には至 っていません。 

このような状 況 から、引 き続 き水 質 の改 善 を図 るとともに、うるおいのある水 辺 環

境 の保 全 など良 好 な水 環 境 をめざして平 成 １４年 度 に第 ４期 （平 成 １４年 度 ～１８

年 度 ）の計 画 を定 め、一 層 の浄 化 対 策 を総 合 的 かつ計 画 的 にすることとしました。

今 回 の計 画 では、下 水 道 等 の特 定 汚 染 源 対 策 が成 熟 に達 する中 、平 成 １３年

度 に実 施 した「湖 沼 非 特 定 汚 染 源 負 荷 削 減 計 画 策 定 調 査 」を踏 まえ非 特 定 汚

染 源 対 策 の計 画 事 業 量 を掲 げる等 、今 まで以 上 に非 特 定 汚 染 源 対 策 について

踏 み込 んだ計 画 となっています。 

 

計 画 期 間  平 成 １４年 度 ～平 成 １８年 度  

水 質 目 標 OD＝4 .6mg/ l （年 平 均 ）、T-N＝0 .75mg/ l（年 平 均 ）、T-P＝0 .05mg/ l（年 平 均 ） 

計 画 対 象  諏 訪 湖 の水 質 保 全 のほか、水 辺 や流 域 の保 全 に関 する施 策 を対 象  

計 画 地 域  岡 谷 市 、諏 訪 市 、茅 野 市 、下 諏 訪 町 、富 士 見 町 、立 科 町 、原 村 の諏 訪 湖 流 域  

水 質 （ＣＯＤ）の経 年 変 化  
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6.4 諏 訪 湖 の水 質 保 全 対 策 事 業  
(1)  水 質 保 全 対 策 の現 状  

諏 訪 湖 で実 施 されてきた主 な水 質 保 全 対 策 としては、「下 水 道 」及 び「湖 内 浚

渫 」があげられます。 

①諏 訪 湖 流 域 下 水 道 の整 備  

諏 訪 湖 流 域 下 水 道 は、下 水 のうち汚 水 のみを処 理 する分 流 式 下 水 道 として

昭 和 ４６年 度 に建 設 着 手 され、昭 和 ５４年 度 から下 水 処 理 を開 始 し、現 在 、普

及 率 は平 成 １３年 ３月 末 で 91.4%、下 水 道 使 用 人 口 は、159 千 人 （流 域 全 人

口 の 80%）に達 しています。  

計 画 区 域 は、諏 訪 湖 流 域 の岡 谷 市 、諏 訪 市 、茅 野 市 、下 諏 訪 町 、富 士 見

町 、原 村 の６市 町 村 のほぼ全 域 （計 画 人 口 99%，処 理 水 量 92%）をカバーして

います。また、下 水 処 理 水 は、釜 口 水 門 上 流 約 100m の湖 内 に放 流 されていま

す。 

諏 訪 湖 流 域 下 水 道 の処 理 方 式 は、諏 訪 湖 並 びに天 竜 川 の水 質 環 境 基 準

の維 持 ・達 成 や放 流 先 （諏 訪 湖 ）の排 水 規 制 に対 応 するため、BOD の除 去 率

を高 め、窒 素 とリンを効 率 的 に除 去 する高 度 処 理 「凝 集 剤 併 用 型 循 環 脱 窒 法

＋急 速 砂 ろ過 法 」が採 用 されています。 

  
 図  諏訪湖流域下水道の計画 

 

②諏 訪 湖 の浚 渫 事 業  

浚 渫 は、枯 死 し腐 敗 した水 草 を含 む底 泥 から栄 養 塩 類 （窒 素 、リン等 ）が湖

水 へ溶 出 し、再 び藻 類 の栄 養 源 となること、また悪 臭 ガスを発 生 させることを防

止 する目 的 で底 泥 の除 去 を行 うものです。  

諏 訪 湖 の浚 渫 事 業 は、昭 和 44 年 から行 われています。諏 訪 湖 においては

昭 和 初 期 から治 水 を目 的 とした浚 渫 が行 われていましたが、環 境 保 全 という目

的 での浚 渫 は昭 和 44 年 以 降 となります。 平 成 １３年 度 末 現 在 で、全 体 計 画 ６

８１万 m3 に対 し３８１万 m3（56％）に達 しています。 

現 在 も、諏 訪 湖 全 体 の汚 濁 負 荷 量 の内 、内 部 から発 生 する汚 濁 負 荷 量 は

約 ３０％あります。浚 渫 事 業 を行 うことにより底 泥 からの栄 養 塩 類 の溶 出 を削 減

できますが、発 生 する底 泥 の受 入 れ先 が難 航 等 により浚 渫 事 業 は岐 路 に立 っ

ています。 
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(2 )  新 たな浄 化 の方 策  

諏 訪 湖 の水 質 は、外 部 負 荷 削 減 対 策 として諏 訪 湖 流 域 下 水 道 、関 連 下 水 道

の整 備 、内 部 負 荷 削 減 対 策 と湖 の底 泥 浚 渫 及 び企 業 、住 民 参 加 による湖 の浄

化 ・美 化 活 動 等 を地 域 一 体 となり取 り組 みにより一 歩 一 歩 浄 化 が進 んできたとこ

ろです。今 後 は、より一 層 浄 化 を進 めるため以 下 の新 たな方 策 についても取 り組

んでいきます。 

①市 街 地 の非 特 定 汚 染 源 （ノンポイント）対 策   

市 街 地 の非 特 定 汚 染 源 の大 きな要 因 は、降

雨 初 期 の汚 濁 雨 水 流 出 が挙 げられます。その

ため、降 雨 時 の最 初 の汚 れた流 出 水 を貯 留 池

に捕 捉 する方 法 （雨 水 貯 留 施 設 ）、次 に道 路 を

浸 透 性 舗 装 とし雨 水 を地 下 にしみ込 ませる方 法

（雨 水 浸 透 施 設 ）、そして市 街 地 の側 溝 等 汚 れ

がたまり易 い場 所 の清 掃 を定 期 的 に行 い降 雨

時 の汚 れを抑 える方 法 （適 切 な維 持 管 理 ）が考

えられています。 

 

 

②ヨシ原 による浄 化 実 験 の試 み 

近 年 、水 生 植 物 による浄 化 効 果 が注 目 されるようになりました。また、浄 化 効

果 以 外 にも生 物 の生 息 環 境 として、水 生 植 物 帯 の再 生 が望 まれています。そ

こで、ヨシ原 浄 化 効 果 実 験 場 を建 設 して平 成 ４年 度 から平 成 ８年 度 までヨシ原

による浄 化 実 験 を実 施 し、浄 化 効 果 として、窒 素 、リン、懸 濁 性 物 質 （ＳＳ）が％

除 去 されることがわかりました。特 に懸 濁 性 物 質 （植 物 性 プランクトン等 ）の除 去

率 が高 く、ヨシ原 での浄 化 作 用 の有 効 性 が示 されています。  

 

 



23

6.5 諏 訪 湖 の住 民 による美 化 活 動   
(1)  住 民 による美 化 活 動  

諏 訪 湖 の浄 化 への住 民 の活 動 は、昭 和 ４０年 代 に高 まり、住 民 の自 然 保 護

の学 習 活 動 として進 められました。その中 でも、実 践 的 に諏 訪 湖 浄 化 活 動 への

取 り組 んだのは、諏 訪 市 立 上 諏 訪 中 学 校 の生 徒 達 による諏 訪 湖 清 掃 活 動 で

す。この活 動 は３０年 以 上 継 続 し、現 在 でも同 校 の年 間 行 事 として続 けられて

います。  

諏 訪 湖 に於 ける活 動 が広 がる中 で、市 町 村 の愛 護 会 活 動 として位 置 付 けら

れ、一 層 の促 進 がはかられました。  

現 在 、岡 谷 市 、諏 訪 市 、下 諏 訪 町 では年 行 事 として諏 訪 湖 清 掃 の日 を設

け、多 くの河 川 愛 護 会 活 動 団 体 ・地 元 住 民 による美 化 活 動 がくり広 げられてい

ます。

 
諏 訪 湖  一 斉 清 掃 ：横 川 崎  
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(2 )  諏 訪 湖 アダプトプログラム  

アダプトプログラムとは公 共 物 （河 川 、道 路 、公 園 など）の一 定 範 囲 を、住 民 ・

企 業 などのみなさんに、「親 が子 を育 むよう」に美 化 活 動 等 に取 り組 んでもらお

うというものです。アダプトプログラムでは、行 政 は、その活 動 を支 援 するために

用 具 の支 給 ・貸 出 、傷 害 保 険 の加 入 、活 動 のＰＲなどを行 います。「誰 が」、「ど

んなこと」を担 当 するのかが明 確 になることにより、住 民 、企 業 などのみなさんと、

行 政 との新 たなパートナーシップが形 成 されることになります。  

このような、より優 れた制 度 を導 入 しようと、まず、平 成 １４年 度 から諏 訪 湖 の

美 化 活 動 に取 入 れました。 

 

Ａｄｏｐｔは「養 子 にする」という意 味  

 

諏 訪 湖 アダプトプログラムについて 

  

○  ｢諏 訪 湖 アダプトプログラム｣は湖 周 を３２の区 間 (１区 間 約 ５００ｍ) に分 け

て、６４の団 体 が美 化 活 動 をしています。  

○  ６４の団 体 は、諏 訪 湖 流 域 の６市 町 村 に住 む住 民 、企 業 、学 校 などの人

たちです。  

○  契 約 期 間 は３年 間 です。期 間 は更 新 できます。  

○  各 区 間 においては、年 ３回 以 上 の清 掃 、美 化 活 動 を行 います。  

 

 


